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 －// 20 々　概念化期　　　　　　　　　・　3　1920//
 一//30//　総合期　4　1930
 // ― // 40 ク　発展期　5　1940
 々 ― // 50 々 　再評価期　6　1950//
 ー ク60//　再概念化期　7　1960
 々 一// 70 ノ/　差異期　8　1970
 々 一　　　　社会化期　
以上のようにバ―テルズはマーケティング思想の展開発展を文献より史的
に 特徴づけ た のであ るが， 橋本　 勲 教授 は第2 次大 戦前 の マ ーケ尹 インタ論
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例えば， ブレザーは経済的分析（economic analysis）に対す る 経営政策的
アプ■pt ー チとして， またマッカーシー（E. J. McCarthy ）は， 商品的， 制度









第3 は科学的技術的（scientific-technological）アプローチ。 すなわ ち 意思
決定論（decision theory）や数理学派（mathematical school）に反映され た ア





























マ ―ケテ ィン グへ のアプp  ―チ分類 代　 表　 的　 文　 献
①　 マ ―ケテ ィン グを現象としてみる
A　 システ ムの記述　B　
歴史的 分析
Vail, Grether  &  Cox,   1952Beckman,
 Maynard  &  Davidson,   1957Converse,
  Huegy  &  Mitchell,  1958Phillip
 &  Duncan,    1950McCarthy,
  1961Tovsley,
 Clark  &  Clark,  1962








③　 マ ーケテ ィン グを 経済学の一部 と
してみる　A　




Dean,   1961
④　 マ ーケテ ィン グを意思決定 の問題
としてみ る　A　
マーケティン グ・ ミックス　B　
現実 の活動をシ ミュレーシ ョン
化 す る　C　
適正化 のモデル
Howard,   1955Brown Mathews
 &  England,   1961Davis,
  1961




















ィングの客体的 アプp  ー チであるのに対して，主体的アプコーチとも言われ
るもので・ 具体的には・,生産者・ 卸売商・ 小売商・ 取引所・ 消費者というよ












のであ る が， 戦前の制度主義的思考の代表者と目されるプライヤーのTheMarketing














間 に 存 在 す る交 換関 係を 意味 す る し， 市場 の理 論 とは ，か よ うな市 場を 支配
す る法 則 ，理論を 明 らかに す る ものを い うのであ る。　　　　　　　 ・。　
狭義 で は ，1）卸売 市場，小 売 市場 ない し実 物 市場 （現品を前にして多人数乱
一定区画において売買を行 うー魚市場，青果市場など），を いい ，2）現 品の存在 如
何に か かわ らず，売買 両者 が定時 に 集 合 して取 引す る 取引所を い うのであ る。
た しかに 市場 で成立す る取 引関係 は交 換関 係 であ り，プ ライ ヤ ーはこ の取
引関 係 の成 立を 接 触 と交 換 の2 段階 におけ て認 識 し，実 行 の段階 は，保管 ，
測定 ， 品質決定 ， 包装，輸 送 ，支払 ， 金融 ，危 険負 担 と対 応 させてい るので
あ る。 因 みに コモ ンズは 取引に つい て は これを3 種類 に ，すな わち 商議的 取
引 ，管 理 的取 引，割 当的取 引に 分け ， 商議的 取 引は時 間的 継起 の点 から交 渉 。
13）
契 約 お よび実 行 の3 段階に 分け うると した の であ る。　
か ように して 制度主義的 思 考は現 実 ない し事 実を 重 視 す る特 徴を も ってい
るか， 橋本 教 授が引 用さ れた クチ ンス キー の「制 度主 義 者に おい ては，統 計
資料 に もとづ く経験的 な事実 確定 か法 則 探究 のかわ りに な ってい る」 との批　
14）
判はや は り妥当 す るも のであ ろ う。　
ここ で制度的 ア プ1ニ1 ―チについ て は論 述を 一 先ず 中断 して次 の機能的 アプ
ロ ーチに 入 るこ とに し よう。　
こ の機 能的 アプpt ー チは マ ーケ テ ィング の市場に おけ る流 通機能 の解 明を
は か っ か もので，1910 年 代以 降に シ ョ ー（A. w. Shaw ）， ウェ ル ド（L. D.H. Weld
）, チ ェリン ダ トン（P.  T.  Cherington）, ダ ン カン（C. s. Duncan ），
ク ラー ク（F. E. Clark）, アイ ケ イ（P. w. Ivey ）,    ゴン パ ー ズ（P. D. Converse）。
パイ ル（J, F. Pyle）な ど多数 の学 者に よっ てそ の論 議 は展開 され発 展 して，
戦前 の社会 経 済的 マ ーケテ ィソ ダ論 の中 心的 方法 に な った も のであ る。　
戦 前 の代 表 者 と目さ れるク ラー クの機 能論 は ， マ ー ケテ ィングの交換 機能。
物的 供 給 機能 ，金融 ，危 険負担 ，標 準化 な ど の助成 機 能な どの諸機能を 明ら
かに し， こ れら の機 能がい かに 合理 的， 効 率的に 遂 行 されてい るかを分 析 し
流通 過 程におけ る無 駄を 排除 す る ことに よってそ0 効 率化 を 考え よう と した
とい わ れ， 戦後 は マ ック ゲリー （E. D. McGarry ） に も継 承され てい るが。
15）
次 第に 企業 的 マー ケテ ィング論 の性 格が 強 くな って き てい るといわ れてい る。
も っと もフ ック//-リ ーは， マ ーケ テ ィン グを 人 間 とそ の環境 との調整を 円














交換機能:  a 購買;  b 販売　B
物理的供給機能：a 運送;  b 保管　c






























念や価格理論を吸収して高度化し， ヅアイル（R. s. Vaile），ダンサ （ーE. T.Grether








ル（J. F. Pyle），シマート（R. Simmat ），フィリップス（C. F. Phillips）では
か ような技術的思考が豊富に混在しており，アレキサンダ （ーR. S. Alexander）,











第2 次 大 戦 後 の マ ーケ テ ィン グ理 論－ マーケテ





























ーシ （ーE. G. McCarthy）, ハワード（J. A. Howard), ペ ル（M. L. Bell）
に
コトラ （ーP. Kotler），レイダ （ーW. Lazer）などがあげられよう。
88　　　　　　　　　　　　　　　　　 づ　
そ こ で 戦 後 の ア プ ロ ー チ の 主 流 た る マ ネ ジ リ ア ル ・ ア プ タ ー チ に 論 議 は 進
む の で あ る 。　
マ ネ ジ リ ア ル ・ ア プ ロ ― チ の 特 徴 に つ い て 橋 本 教 授 は 次 の よ う に 述 べ て い
る 。 す な わ ち　　
「 第1 に ， 従 来 の マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ， す な わ ち 社 会 経 済 的 マ ー ケ テ ィ ン グ
論 は ， 多 く は 社 会 的 な 経 済 流 通 過 程 を 配 給 過 程 と し て 把 握 し ， 制 度 や 機 構 を
対 象 片 し て い た 乱 マ ネ ジ リ ア ル ・ マ ー ケ テ ィ ン グ 論 で は ， 企 業 の 行 動 が 問
゛9 ′yr－　 ‾　　　　r　'r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　|「●"T　　　　　　　rr　　　" ・r‾　　"
題 に な り ， 企 業 の 主 体 的 計 画 活 動 を 意 識 的 に 取 り あ げ る よ う に な り ， 個 別 資
本 の 主 体 的 運 動 法 則 を 対 象 と す る よ う に な っ た 。 し た が っ て 従 来 の 配 給 過 程
や 制 度 は ， 一 応 企 業 の 環 境 と な り ， 外 部 要 因 と な っ て き た 。　
第2 に ， 企 業 的 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 内 に 於 て も 大 き い 変 化 と 特 徴 を 示 し た 。
す な わ ち ， 従 来 の 実 行 す な わ ち 執 行 的 な 問 題 か ら ， 管 理 的 な 問 題 へ と 上 昇 発
展 し た の で あ る 。 讐 え て い え ば ， セ ー ル ス で は そ の 科 学 的 合 理 化 が 取 り 上 げ
ら れ ， セ ー ル ス マ ン の 選 択 ， 訓 練 ， 監 督 な ど の 管 理 が 論 ぜ ら れ た 。 広 告 の 場
合 も 同 様 で あ り ， 広 告 コ ピ ー の 作 成 の よ う な 執 行 的 問 題 か ら ， 広 告 媒 体 の 効
果 増 大 の た め の 媒 体 ミ
ッ ク ス ， お
よ び 広 告 と 人 的 販 売 と の 効 果 的 組 み 合 わ せ
を 考 え る 販 売 促 進 ミ ッ ク ス な ど の 管 理 的 意 思 決 定 問 題 が 中 心 に な っ て き た 。
こ の よ う に ， 技 術 的 内 容 は 執 行 的 な も の か ら 管 理 的 な も の へ と 上 昇 転 化 し て
き た わ け で あ る 。　
第3 に ， 管 理 的 な 問 題 の な か で 乱 管 理 領 域 が 拡 大 し ， 部 門 管 理 か ら 全 体
管 理 ， 統 合 管 理 へ と 発 展 し た 。 す な わ ち 販 売 管 理 は さ ら に マ ー ケ テ ィ ン グ 管
理 と な り ， 全 企 業 的 な 管 理 調 整 問 題 が 登 場 し た 。 し た が っ て ， い ま や マ ー ヶ
テ ィ ン ダ は 従 来 の 個 々 バ ラ バ ラ の 技 術 と は 異 な り ， 統 合 的 マ ー ケ テ ィ ン グ と
な り ， 全 体 的 マ ー ケ テ ィ ン グ と な っ た の で あ る 。 こ の 統 合 的 マ ー ケ テ ィ ン グ
あ る い は 統 合 管 理 の 具 体 的 表 現 が ， マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 に お け る 統 合 戦 略 あ
る い は マ ー ケ テ ィ ン グ ・ ミ
ッ ク ス
で あ る 。　
第4 に ， 管 理 領 域 の 拡 大 に 照 応 し て ， 管 理 主 体 も 上 昇 し ， 第 一 線 の 下 級 管
理 者 層 か ら 次 第 に 上 級 管 理 者 層 へ と 進 ん だ 。 す な わ ち 管 理 主 体 は も は や セ ー
ル ス ・ マ ネ ジ ャ ー で ば な く ， 全 体 的 管 理 の 担 当 者 と し て の マ ー ケ テ ィ ン グ ・
マ ネ ジ ャ ー に な っ た の で あ る 。 現 在 進 ん だ 企 業 で は ， 重 役 ま た は 副 社 長 が マ



















第6 は，マーケティングがたんなる実行のための技法や技術 で は な く，
意思決定と計画の問題が中心になってきたのである。このような不確実で長
期的全体的な問題の意思決定にはコミュニケーション・システムが必要にな





ばサイモン（H. A. Simon ）では，情報活動，設計活動，選択活動の3 段階に，


























































る。例えば，ハワード（J.  A. Howard）のそれであ る。 ハワードにょれば，



















たしかにシステムは2 様に大別でき る。　1つは有機体（的）， 生物的レベ








ステム（量的な流れ）の区別の認識も重要である。 社会科学における 動作 シ
ステム，とくに経済社会の動作システムは，その内容として物質，人的サー
ビス（労働）， 資金， エネルギーの流れかおり， それに伴って情報の流れ が
出るのである。　
かくしてシステムズ・アプ1==・－チの現実への適用に際して最後の問題は，
システム・モデルのそれである。　この問題として， レ イ ダ ー 教授（E. w.Lazer


















ノタ理論を提唱している。彼は哲学者ウッド万一（J. H. Woodger ）の概念規




応じて，2 つの下位部門のうち最初の方はいわゆるシン タ ク ス（統辞論）あ









































を特に重視して お り， 消費者ないし市民のニーズ（needs）と欲求の充足を
起点としたマーケティング理論である。　













































































（9） 社会 の種々 の集団 の目的 と願 望 の間に矛盾 が存 在 す るた め， マーケテ
ィン ク計 画は， すべ て の必 要性に 適合 す るこ とが で きない 。　
㈲　 企業 の意思決定 とプ ロ グラ ムは↓ 経済的 基盤 と同 様に 社会 的 基盤か ら
も監 査さ れ るべ き であ る。　
㈲　 現 実的 な経 済 の 目的 が実 現 されなげ れば ，社会 の 目的 は マ ー ケティソ
力 こよって 達成 さ れ るご とが できない 。　
とい うのであ る。　
ところ で前 述 のところ より して方法 論的に みて第2 次 大 戦 後 のマ ーケテ ィ
ン グ理論 の新展 開に 大 き く貢献 してい るのは， オル ダ ー ソンの機 能主義的 理
論 で あ り，レ千 ザ ー及び ケi; ーのシ ステ ム理論 お よび ソ ーシ ャル ・ マー ケテ
ィン グ理論 であ り， バ ーテル ズの メタ理 論な どであ るよ そ し て また， これら
の 統合 も始 まっ てお りそ れは と くに マ ネジリ アル・ マ ーケテ ィン グ論におい
て 進 んでい る のであ る。な お他方 に於 て歴史主義 的方 法 論 ともい うべ き， マ
ル クスの資 本 論的分 析 の方法 も展 開 され てい るが ，今 こ こで は取 り上げない
こ とに す る。　
そ こで最後 に な るが先 学諸家 の理論 構成 の摂取反 省 の上 に た ち ， マーケ テ
ィン グ理 論 の再構 成を 行 なっ て， 未熟 に してつ たない 私 のマ  ■,   Iケテ ィン グ理
論 方 法を 提 出す れば ，以下 の ようであ る。　
まず第1 に方 法 論 と しては ，ほ とん どオル ダ ーソソ と同 じで あ り，ただ 彼
の機 能な る言 辞を 構 造に 換え た ような も のであ る。 した が って，構 造主義 的
方 法 論 と よび たい ところ であ るが ，一 般 的には ，構 造 ・機 能的方 法 論 とい う
のが正 確な 名 辞であ ろ う。　
次 は ，構造 お よび 機能 の概 念枠 であ る。 私は マ ーケ テ ィン グ理論 の大き な
領 域 とし ては 社会科 学を 以 て認 証 回,考 し てい るが ，か ような限 定 のな か より
構 造 お よび 機能 の ，本質 具1生を 特 徴づけ るな らば ，　
構造- ①形式 的 ，配 分的　　　　　
②偏 差的 ，階 層的　　　　　
③ 全体的 ，統合的　　　　　
④無 意識 的　　　　　
⑤ 諸要素 のあ る位置へ の配分に か かお る。　
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